復興促進プログラム（Ａ－ＳＴＥＰ）
探索タイプ　課題申請書
（様式1）

（基本情報）
※申請書中の例示・注釈文（ピンク文字）は申請時には削除してください。

1.基本情報

	課題名
	課題名

	課題概要
	※申請される課題の内容全体が分かるように、様式3の「申請課題の内容」、「目標と研究開発内容」等を踏まえて300字以内で記述してください。

※図、表の使用は不可です。



	研究開発費

(JST支出分総額)
	注1
	千円
	研究開発

期間
	平成24年●月～平成25年●月

注2

	
	基準額：1700千円を、

□超過しない　

□超過する（理由書記載）
	
	

	復興推進分野　注３
	□グリーンイノベーション

□ライフイノベーション
	□ナノ・材料・ものづくり

□情報通信技術

□社会基盤
	□ナチュラルイノベーション

□その他

	技術分野注４
	主
	○○○○コード表の番号

	
	副
	○○○○（複数可）
コード表の番号
	
	
	

	注1 様式3の4.により合計額を算出の上、誤りがないよう記載してください。基準額について「超過しない」「超過する（理由書記載）」いずれかを■に置き換えてください。超過の場合は、理由書（別紙）が必要です。
注2 研究開発開始は平成24年10月、研究開発期間は1年を想定してください（選考手続き等により前後する場合があります）。

注3 共通事項32ページを参照の上、必ず一つ、選択ください。
注4「研究開発データベース・重点研究分野コード表」より選択してください。

	専用コード　注５
	技術要素
	1（必須）
	2（必須）
	3（任意）

	
	キーワード
	（例）生物活性物質

	（例）生物機能工学

	

	
	コード
	○○○○○
（例）6104A
	○○○○○
（例）5504B
	

	
	用途
	1（任意）
	2（任意）
	

	
	キーワード
	（例）食品機能

	
	

	
	コード
	○○○○○
（例）6105F
	
	


注5「専用コード表」より、技術要素として優先度の高い順に適切なキーワードおよびコードを２～３個選択してください（上段）。その成果として期待される用途が異なる場合、用途として優先度の高い順に適切なキーワード及びコードを０～２個選択してください（下段）。査読者決定の際の参考といたします。
（例1）「技術要素」: 生物活性物質6104A、生物機能工学5504B

「用　 途」: 食品機能6105F

（例2）「技術要素」: 知能ロボット1006H、自立システム1006M、情報機器・知能機械システム5007F
　　　 「用　 途」: 福祉・介護用ロボット1303R
（例3）「技術要素」: 生物機能工学5504B、光制御4903P
　　　 「用　 途」: 核酸治療1955H、ドラッグデリバリー7002P
2.申請者情報

	大学等

(コーディネータ等)
注６
	所属機関名
	

	
	コーディネータ　氏名
	
	コーディネータ

フリガナ
	

	
	所属部署
	
	役職
	

	
	郵便番号
	000-0000
	住所
	

	
	TEL
	000-000-0000
	FAX
	000-000-0000
	e-mail
	xxxxxxxxxx@xxx.xx.xx

	
	e-Rad情報
	研究者番号：8桁の数字
	所属研究機関コード：10桁の数字

	大学等

(研究責任者)
 注７
	研究機関名
	

	
	研究責任者

氏名
	
	研究責任者

フリガナ
	

	
	所属部署
	
	役職
	

	
	郵便番号
	000-0000
	住所
	

	
	TEL
	000-000-0000
	FAX
	000-000-0000
	e-mail
	xxxxxxxxxx@xxx.xx.xx

	
	e-Rad情報
	研究者番号：8桁の数字
	所属研究機関コード：10桁の数字

	大学等

(知的財産部門

･産学連携部門)
注８
	所属機関名
	

	
	代表者

氏名
	
	代表者

フリガナ
	

	
	所属部署
	
	役職
	

	
	郵便番号
	000-0000
	住所
	

	
	TEL
	000-000-0000
	FAX
	000-000-0000
	e-mail
	xxxxxxxxxx@xxx.xx.xx


注６コーディネータ等が見解を記入する場合、コーディネータ等と研究責任者の連名申請となり、被災地域の企業の研究開発関係者（注９）の記入は不要です。代表してコーディネータ等が府省共通研究開発管理システム（e-Rad）にて申請してください。

注７ 本項目は必須項目です。大学等が複数参画することは可能ですが、申請者となるのは大学等の代表機関1機関です。
注８ 本項目は必須項目です。該当部門がない場合でも、所属学部・研究科の部局長とした上で必ず記載してください。了解が得られていない場合、採択が取り消されることがあります。注５と同一の者の場合は、代表者氏名欄に「注５と同一」と記載してください。
	被災地域の企業の研究開発関係者注９
	所属機関名
	

	
	氏名
	
	フリガナ
	

	
	郵便番号
	〒
	住所
	

	
	TEL
	000-000-0000
	FAX
	000-000-0000
	e-mail
	xxxxxxxxxx@xxx.xx.xx


注９ 被災地域の企業の研究開発関係者に見解を求める場合、コーディネータ等（注６）の記入は不要です。研究責任者が府省共通研究開発管理システム（e-Rad）にて申請してください。

3.応募情報の利用について
□同意する　□同意しない

※採択に関係なく同意いただいた全ての課題については、課題名、研究責任者の氏名・所属機関名、コーディネータ等の氏名・所属機関名、及び様式１の「課題概要」に限り、他の公募事業や企業への橋渡しを目的としたJSTのコーディネート活動のためのデータとして登録させていただき、各種機関へご紹介させていただくこともあります。「同意する」「同意しない」いずれかを■に置き換えてください。
4.申請実績

※研究責任者、様式３の３.１）参加者リスト記載の者を対象に、復興促進プログラムの他タイプへの申請経験の有無、及び該当課題の情報（該当項目、本課題との関連性と相違点）をすべて記載してください。（欄が不足する場合、追加してください。）

	申請実績
	有　･　無

	該当

項目
	※A～Cいずれか該当するものを残し、他は削除してください。

A.今回の申請は、他タイプへの同時申請と関連がある。
B.今回の申請は、他タイプへの同時申請とは全く異なる。
C.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	公募回
	平成24年度
	支援タイプ
	○○○○○タイプ
	該当者
	○○責任者

○○　○○

	課題名
	○○○○○○○○○○

	今回の申請課題との

関連性と相違点
	※今回の申請との関連性と相違点を400字以内で記載してください。

(例) 今回申請する課題の～は、上記課題の～と、～という点で関連している。しかしながら、～を目的/理由として～を変更/追加/削除していることから、～の点で異なっている。

	該当

項目
	※A～Cいずれか該当するものを残し、他は削除してください。

A.今回の申請は、他タイプへの同時申請と関連がある。
B.今回の申請は、他タイプへの同時申請とは全く異なる。
C.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	公募回
	平成24年度
	支援タイプ
	○○○○○タイプ
	該当者
	参画者

○○　○○

	課題名
	○○○○○○○○○○

	今回の申請課題との

関連性と相違点
	※今回の申請との関連性と相違点を400字以内で記載してください。

今回申請する課題の～は、上記課題の～と、～という点で関連している。しかしながら、～を目的/理由として～を変更/追加/削除していることから、～の点で異なっている。


5.本申請に関するアンケート

※今回の公募情報の入手経路を、該当する項目の□を■にすることで選択してください。今後の事業運営の参考とさせていただきます。（複数可）

	A-STEPに関する情報の入手先

	□
	JSTのホームページ
	□
	ダイレクトメール

	□
	JSTのホームページにリンクするメール広告
	□
	公募説明会

	□
	インターネットのバナー広告
	□
	JSTのパンフレット

	
	
	
	（ﾊﾟﾝﾌ名：
	
	）

	□
	技術フェアやシンポジウム等のブースから
	□
	所属機関からの回覧等

	□
	知人等からの紹介
	□
	新聞、雑誌の記事

	□
	その他（
	
	）


（様式2）

（コーディネータ等または企業の研究開発関係者の見解）
・本申請内容の実施による想定される被災地域における企業化への可能性、また、応用展開された場合に想定される用途、利用分野について、コーディネータ等または被災地域の企業の研究開発関係者が記載してください。また、選択した復興推進分野でＪＳＴが求める『課題解決内容』において、提案する本研究開発課題がどういう役割で何を解決することが期待されるか、あるいは何に貢献できることが期待されるか、という点も加えて記載してください。

・ＪＳＴの推進する、６つの復興推進分野に関する『課題解決内容』および『技術例』は、公募要領32ページをご参照ください。

・本タイプの審査の観点（③イノベーション創出の可能性）は、51ページをご参照ください。
（様式3）様式3（1.～2.）は、A4サイズ2枚程度で記載してください。
（研究開発課題の内容）

1.申請課題の内容

1)技術移転の可能性が見込まれる大学等の研究成果

（注1） 被災地域の企業への技術移転の可能性が見込まれる大学等の研究成果について記載してください。研究成果の記載にあたっては「これまでの経緯」、「分かった事（研究成果）」、「まだ分かってない事（解決すべき課題）」について技術移転の視点から言及してください。

2)申請課題の独創性（新規性）及び優位性

（注2） 新規性及び優位性を「先行技術との技術内容、有効性等についての差別化」「差別化に関わる根拠となる成果」について言及してください。

3)研究責任者による申請課題に関する実績

	論文発表の有無
	□有　□無
	（「有」の場合、代表論文１件について記入してください。）

記載例）

「題名、科学一郎・技術次郎、j.***.Tech.3.1234-1239,2008」

	出願特許の有無
	□有　□無
	（「有」の場合、代表的な特許２件までについて記入してください。）

記載例）

「発明の名称、特願2008-*******、出願日2008/**/**」


2.目標と研究開発内容

研究開発期間（原則、１年）で達成しようとする目標及び研究開発内容について記載してください。
1)目標

（注１）何をもって技術移転の可能性が見出されたとするのかを目標として記載してください。数値（実験データ）や、具体的な性能（機能、精度等）を目標として設定してください。

（注２）探索タイプでの研究開発期間中に確保すべきと考える知的財産権について、その構想を記載してください。

2)研究開発内容

（注1） 研究開発内容については、目標達成のための問題点及びその解決策についても言及してください。

（注２）問題点については、問題点やそれが解決できない場合の目標達成を左右するようなポイントに絞って抽出してください。

（注３）解決策については、解決策によって目標が達成されることがわかるよう現状と目標を対比して記載してください。

（注４）他の大学等が参画し、共同研究を行う場合は、共同研究者の役割等について記載してください。

3.実施体制

1)参加者リスト

	氏名
	所属機関
	本課題において担当する内容
	エフォート

(%)

	
	部署･役職
	
	

	○○ ○○
	～大学

大学院～研究科 教授
	・研究責任者

	1～100

	○○ ○○
	～大学

大学院～研究科　准教授
	・～の評価

　

　
	1～100

	○○ ○○
	～大学

大学院～研究科 ポスドク
	・～の分析


	1～100


エフォートは、総合科学技術会議におけるエフォートの定義「研究者の年間の全仕事時間を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）」に従い記入してください。なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育・医療活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。学生、企業が参加する場合はエフォートを記入する必要はありません。

2)研究責任者の略歴

	氏名
	所属機関
	生年月日19XX年00月00日
	性別　□男・□女

	
	部署･役職
	最終学歴

	
	
	19XX年○月　～大学大学院～研究科 修了

	
	
	専門分野

	○○ ○○
	～大学

～学部～学科 ～
	・

・

	本課題に関係する

研究開発の経歴
	


４.研究開発費

1)委託研究開発費(JST支出分)の合計(千円)

（注1）合計が基準額（170万円）を超える場合は、別紙「基準額（170万円）を超える理由」の提出が必要です。

	年度

費目
	平成24年度
	平成25年度
	合計

	直接経費
	０，０００
	０，０００
	０，０００

	間接経費
	０，０００
	０，０００
	０，０００

	合計
	０，０００
	０，０００
	（注1）０，０００


2)委託研究開発費(JST支出分)の機関毎の内訳

※大学等が複数ある場合は、枠を追加して記入してください。

※各項目すべて千円未満の端数が発生した場合は、切り捨てて千円単位で記入してください。

（注２）大学等で雇用するポスドク、研究補助員の従事率に応じた人件費等。

（注３）原則として直接経費の30％を上限として間接経費を措置します。
	～大学

	年度

費目
	平成24年度
	平成25年度

	
	金額

(千円)
	主な使途
	金額

(千円)
	主な使途

	直接経費
	物品費

(設備備品費)
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	物品費

(消耗品費)
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	旅費
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	人件費･謝金
（注２）
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	その他

(外注費)
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	その他

(その他経費)
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	小計
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	間接経費（注３）　　　　　
	0,000
	
	　0,000
	

	合計
	0,000
	
	0,000
	


（様式4）

（他事業への申請状況）
1.JST内の復興促進プログラム（A-STEP）以外の事業への申請状況

※申請者（研究責任者）及び様式3の3.実施体制　１）参加者リストに記載の者が、現在、ＪＳＴから受けている助成金等（現在申込中のものを含む）、過去に受けた助成金等（３年以内）がある場合は、本申請と重複した内容かどうかにかかわらず、「有り」にチェックし、その事業名、課題名、実施期間、予算規模、申請代表者名、今回の申請に関連する参加者名、今回の申請課題との関連を正確に記入してください。複数ある場合は枠を適宜追加してください。

	JST内の復興促進プログラム（A-STEP）以外の事業への申請経験
	有　･　無　いずれか該当する方を記載

	申請状況
	申請中・実施中・終了済のいずれかを記載してください

	事業･制度名
	

	課題名
	

	実施期間
	20XX年00月
	～
	20XX年00月
	予算規模
	0,000,000
	千円[全体]

	申請代表者名
	

	関係する参加者とその分担額
	

	今回の申請課題との関連性と相違点
	


2.JST外の他事業への申請状況

※申請者（研究責任者）及び様式3の3.実施体制　１）参加者リストに記載の者が、現在、他制度（JST以外の官公庁、独立行政法人、公益法人等による制度）から受けている助成金等（現在申込み中のものを含む）、過去に受けた助成金等（３年以内）がある場合は、本申請と重複した内容かどうかにかかわらず、その制度の実施機関名、制度（事業）名、課題名、実施期間（予定含む）、予算規模、申請代表者名、今回の申請に関連する参加者名、今回の申請課題との関連を正確に記入してください。複数ある場合は枠を適宜追加してください。
	JST外の他事業への申請経験
	有　･　無　いずれか該当する方を記載

	申請状況
	申請中・実施中・終了済のいずれかを記載してください

	配分機関名
	

	事業･制度名
	

	課題名
	

	実施期間
	20XX年00月
	～
	20XX年00月
	予算規模
	0,000,000
	千円[全体]

	申請代表者名
	

	関係する参加者とその分担額
	

	今回の申請課題との関連性と相違点
	


（様式5）
（倫理面への配慮）
○本様式は、組換えＤＮＡ実験、遺伝子治療臨床研究、特定胚を取り扱う研究、ヒトＥＳ細胞の研究、ヒトゲノム・遺伝子解析研究、疫学研究、臨床研究に該当する研究を計画している場合、法令・指針等に基づく適切な措置が講じられているか、倫理面・安全面において問題はないか等について判断するためのものです。以下の事項について１ページで記入してください。

（１）申請する課題の内容が、上記の研究に該当するとの疑義を受ける恐れがある場合、又これらに関連する研究が計画されている場合は、各指針等との関係、倫理面・安全の確保面において講じるべき措置と対応状況、特に問題がないと判断した場合には、その理由等について具体的に記入してください。
（２）動物その他を用いる計画がされている場合は、各指針等に基づく国の確認等の適合状況、動物等を科学上の利用に供する場合の配慮状況、特に問題がないと判断した場合には、その理由等について具体的に記入してください。
該当がない場合も、その旨を記入してください。
（様式6）

（特殊用語等の説明）
	用語
	説明

	
	· 本申請書類で使用している業界用語、専門用語及び略語等の特殊用語のうち、研究を総合的に把握するうえで必要と思われるものについて、簡単な解説をわかりやすく記入してください。



	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


（別紙）基準額170万円を超えて申請する場合のみ提出

基準額（170万円）を超える理由
基準額170万円を超えて申請する場合、その金額、使途、理由を明確に記載するとともに、それによりどのような効果が期待できるかを１ページで記載してください。
課題申請書（探索タイプ）
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